
勝
原
公
民
館
の
玄
関
上
部
に

あ
る
空
間
を
活
用
し
て
、
文
化

講
座
生
の
方
々
の
作
品
を
随
時

掲
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

「
書
道
か
な
」
講
座
の
皆
さ
ん

に
よ
る
作
品
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
、
味

わ
い
深
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

各
講
座
の
方
々
や
、
会
議
な
ど

で
来
館
さ
れ
る
方
々
が
作
品
を

鑑
賞
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
掲
示
は
、
定

期
的
に
別
の
講
座
の
方
々
に
よ

る
作
品
に
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

特
に
十
一
月
に
は
、
土
曜
日
・

日
曜
日
の
空
い
て
い
る
部
屋
を

活
用
し
て
作
品
を
掲
示
し
た
り
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し

て
作
品
を
並
べ
た
り
し
て
、
多

く
の
来
館
者
に
観
て
も
ら
い
ま

す
。
今
年
も
、
数
々
の
自
信
作

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

勝
原
公
民
館
で
は
、
「
宇
宙

メ
ダ
カ
」
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
ダ
カ
は
、
そ
の
先
祖
が

向
井
千
秋
さ
ん
ら
の
乗
船
し
た

宇
宙
船
に
搭
乗
し
て
宇
宙
飛
行

士
と
共
に
宇
宙
へ
行
き
、
地
球

を
何
周
も
回
る
う
ち
に
宇
宙
で

授
精
し
て
、
卵
が
孵
化
し
ま
し

た
。
そ
の
子
孫
と
い
う
訳
で
す
。

こ
の
企
画
を
考
え
研
究
実
行
の

中
心
人
物
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

の
は
当
時
、
東
京
大
学
（
現
在
、

同
大
名
誉
教
授
）
で
宇
宙
で
の

放
射
線
問
題
を
研
究
し
て
い
た

井
尻
憲
一
氏
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
三
十
年
に
な
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
勝
原
公
民
館
で
は
昨
年

十
一
月
三
日
に
勝
原
小
学
校
体

育
館
へ
来
て
い
た
だ
き
、
ご
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
講
演
に
参
加
さ
れ
た
住
民
の

方
々
は
、
井
尻
先
生
の
当
時
の

ご
苦
労
話
な
ど
を
、
興
味
深
く

聴
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
で

は
、
宇
宙
ト
マ
ト
・
宇
宙
桜
等
々
、

そ
の
後
、
幾
つ
も
の
宇
宙
と
名

の
付
く
植
物
等
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。

勝
原
公
民
館
で
は
、
今
後
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
姫
路
市
が
防
犯
上
の
理

由
か
ら
設
置
を
決
め
た
も
の
で

す
。
今
後
、
具
体
的
に
事
業
が

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
ど
こ
で
も
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
公
民
館
の
よ
う
な
、
多

く
の
方
が
利
用
さ
れ
る
施
設
に

あ
っ
て
は
、
利
用
者
の
方
々
の

安
全
を
図
る
た
め
に
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

報
道
さ
れ
る
事
件
な
ど
を
防
ぐ

手
段
と
し
て
活
用
が
図
ら
れ
ま

す
。
市
内
の
全
て
の
公
民
館
に

設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
の
館

を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
に
も
、

こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
く
考
え
て
い
ま
す
。

熊
が
出
た
の
で
「
熊
見
」
と

い
う
説
が
あ
る
が
、
信
じ
が
た

い
（
『
姫
路
の
町
名
字
考
』
橋

本
政
次
著
・
昭
和31

年11

月

13

日
発
行
、
姫
路
市
）
。

「
天
正(1573

年
）
の
頃
、

熊
見
村
と
則
直
村
と
の
間
に
神

村
と
い
う
二
十
軒
ば
か
り
の
村

が
あ
っ
た
。
の
ち
神
村
の
名
を

失
っ
て
熊
見
村
に
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
」
（
前
掲
書
）
。

ま
た
熊
見
出
屋
敷
は
、
熊
見

か
ら
出
作
地
と
な
っ
た
も
の
で

す
が
、
明
治
２
２
年
に
勝
原
村

が
誕
生
し
た
際
、
同
じ
勝
原
村

の
中
に
矢
田
部
出
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
混
乱
に
よ
る
問
題
解

決
の
た
め
、
明
治
３
３
年(19

00)

に
矢
田
部
出
屋
敷
を
大
谷

に
改
称
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
字
名
「
大
谷
口
」
か
ら

名
を
採
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
熊
見
に
は
、
多
く
の

字
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
箱
山
は
い
わ
ゆ
る

『
播
磨
国
風
土
記
』
に
記
載
の

あ
る
上
筥
岡
・
下
筥
岡
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
堀

ノ
内
は
、
豪
族
の
屋
敷
に
め
ぐ

ら
し
た
堀
の
内
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
前
掲
書
）
。

こ
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
残

さ
れ
て
い
る
地
名
に
は
、
そ
の

謂
れ
の
基
と
な
っ
た
内
容
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
地
名
に
は
水
に
関
係
す

る
表
記
が
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
水
害
対
策
な
ど
で
は
土

地
利
用
で
検
討
す
る
べ
き
も
の

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
字
名
は

法
務
局
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

第４２８号 勝原公民館だより 令和８年(2026)１１月１日

姫路市立勝原公民館
〒６７１－１２１３
姫路市勝原区宮田
４８９番地３

☎（０７９）２７４－３７０１

勝
原
公
民
館
だ
よ
り

〇日時 11月19日（木）
13時30分～

〇場所 勝原公民館
〇主催 勝原公民館
〇講師 清水匡先生
（入江病院・医師）
〇参加費 無料。
〇内容「糖尿病について」
糖尿病に苦しんでおられる

方は、多いです。また、その
予備軍的な状況の方も多い現
状です。正しい知識を身に着
けて治療に専念したり、症状
の発生を予防することを目指
したいものです。どうぞお気
軽に、お越しください。

教養「健康講座」

Ａ
・
Ｉ
の

解
せ
ぬ
恐
さ
や

霧
の
海

茜
句
会

兼
久

栄
子

熊
見
（
く
ま
み
）

館
内
の
作
品
展
示

宇
宙
メ
ダ
カ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置



こども書道 11/8㊐10:00~ 渡部素子先生

こども絵画 11/15㊐10:00~ 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～

こども日曜教室

１月・２月の教養講座

★『移動児童センターまわ～る』

なかよしランド

12月 8日㈫ 10：00～

おもちゃでの自由遊び、体操や季節のわ

らべうたあそび 簡単工作「サンタ」

シアター『わたしのクリスマスケーキ』

首すわりから就学前までのお子さんと

保護者対象

★『やながせひろば』

公民館であそぼう

12月22日㈫ 10：00～11：15

ふれあい遊びや簡単な制作をして遊びます

★『男の料理教室』

11月19日(木) 10:00～

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

11月12日(木) 13:00 ～

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『まちづくり』当日参加OK！

12月10日(木) 13:00～

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘・公民館長

教養講座 「 港町網干・室津の

仏像を観る 」

令和９年１月 17日(日) 13:30～

講師：播磨学研究所 神戸佳文先生

内容： この地域近隣にある仏像の

鑑賞や歴史的な背景を説明します。

教養講座 「 高齢者スマホ教室 」

令和９年2月 4日(木）13:30~

講師：姫路市高齢者支援課職員（予定）

内容：スマホについて、分かり易く

説明していただきます。

こども向け公民館での活動

講座のご紹介

今回ご紹介する講座は

「華道講座」です。

お花を通じて季節の移ろいを感じな

がら、花を美しくいける技術やその背

後にある精神を大切にしています。

毎月第１第３木曜日の９時30分か

ら11時30分まで行っております。

玄関のお花もご鑑賞下さい。


